
公園のベンチ



複眼に聞く



真夜中の公園に来ています。外灯の下、ベンチに座ってい
ます。

真夜中の公園は、ベンチに座ると外灯が灯るようです。外
灯はベンチを照らしているのではなく、人を照らしている
ようです。自動点灯のスポット照明ですね。それはあたか
もパーソナルスペースを明示しているようでもあります。

そんな灯りが、真夜中の公園には点在しています。そこに
人影は見えません。きっと光に包まれているのでしょう。
いくつかの灯りが消え、いくつかの灯りが点く。ベンチに
座る人、ベンチを立ち去る人。そんな光景が遠く彼方にま
で繰り広げられています。

風に吹かれる木の葉の囁き。大きく深呼吸をします。風が
薫ります。これが真夜中の公園の匂い。

突然、ベンチの端に灯りが点る。

「座ってもよろしいですか？」
「どうぞ。」
「ありがとうございます。」

声はすれども姿は見えない。

「そろそろこの公園を立ち去ろうと思っていたところでし
た。」

「わたしは今来たばかりです。」

「そのようですね。あなたの点灯が見えました。」

「ご関心いただきありがとうございます。」



「他の灯りとは少し色合いが違っていますね。」

「色、ですか...」

「自分で自分の色は判りません。」

「わたしには他の灯りも皆同じように見えます。」

「いずれ、特異な灯りを見つけることになるかもしれませ
ん。私があなたを見つけたように。」

「すると、あなたはわたしに会うためにここに来たのです
か？」

「そうですね。そうかもしれません。ここを立ち去る前
に。」

「わたしの色は他の色とどのように違うのですか？」

「それは説明の難しい質問ですね....。」

「でも、あなたはわたしの色を選んでここに座ったんです
よね。」

「そうです。たぶん、そうです。」

「あなたがわたしの色を選んだ理由が聞きたいです。」

「選ぶべくして選ばされた。とも言えます。」

「選ばされた....？」



「そう、私はこの公園を立ち去ろうとしていました。そこ
へあなたが現れて、私は足を留めた。この衝動の私を私は
説明することができません。」

「確かに難しい話になって来ましたね。」

「あなたが私を選んだ、とも言えます。」

「わたしがあなたを引き留めた、と？」

「そうです。そのための色を、あなたが放ったと。」

「わたしにはわたしの色が判らないのですよね。だとすれ
ば、わたしがわたしの色をコントロールすることもできな
いのではありませんか？」

「その通りです。それは私も同じことです。私はあなたを
選ぶことをコントロールすることはできません。」

「それではわたしたちの意志というものは、わたしたちに
とってどういう意味があのでしょう？」

「幻想のようなものかもしれません。」

「意志が幻想だとすると、生きている根拠が持ち辛くなり
ませんか？」

「そもそも意志というものが、私たちの中でどのように成
り立っているのか。それは社会との関わりの中で築かれて
いくものでしょう。」

「社会を生きるために自分の意志が必要だからなんじゃな
いですか？」



「社会そのものが幻想だとしたら、そこに成り立つ意志も
幻想に過ぎません。」

「社会が幻想だなんて、受け入れがたいことなんじゃない
ですか？」

「ふむ。幻想とはなにか。」

「現実ではないこと。ですよね。」

「はい。現実と幻想。このふたつは、実は同じものじゃな
いか、ということです。」

「言葉のマジックですか？」

「マジック。....そうかもしれませんね。マジックです。
マジックは理解しがたい不思議な現実ですよね。少なくと
も、私たちはそれを驚きと困惑の中で許容するセンスを持
ち合わせています。それは救いでしょう。」

「救い....ですか？」

「そう、救いです。あなたが私を受け入れたように。あな
たは何の抵抗も無く、私をベンチに座らせてくれまし
た。」

「驚きも困惑もありませんでしたけどね....」

「すばらしいことです。」

「あなたがここに居ることは現実なんじゃないですか？」



「色は混ざり合っているんですよね。そして、ここの公園
にはすべての色がある。でも、すべての色が見えるわけで
はない。」

「わたしにはあなたの灯りが見えました。声も聞こえまし
た。」

「それは、私のすべての灯りではないかもしれませんし、
私の声もすべての声ではないかもしれません。」

「だとすれば、わたしに関してもあなたにとってすべての
わたしではない、ということですか？」

「たぶん、そうだろうと思います。」

「そうであったとしても、今、わたしが知覚できているこ
とが現実なのではありませんか？たとえあなたがマジック
で存在していたとしても。」

「その知覚センサーには、ある種の機能制限がなされてい
る、という現実と、感知できない現象も確かに存在してい
る、という現実。ただしそれは、幻想という名の下でしか
察知できないものです。いわゆる、五感がすべてでは無い
という現実の背景に幻想という非現実なるものが横たわっ
ているんですよね。」

「幻想という非現実を現実の中に取り込んでしまうとやや
こしくなりませんか？」

「局面によっては整合性を保ちきれず論理的破綻が生じる
場合もあるでしょう。察知力にバラツキがあるのが社会で
す。」

「破綻だらけのように思うこともあります。」



「局所的にはそのように映ることが多いでしょうね。五感
という制約の中での整合性を規約の中で保とうとしている
のが社会ですから。」

「五感に基準を置くことは、社会を構成することにおいて
すごく自然なことだと思いますよ。」

「五感が数値化されていく、ということですよね。それは
計測器と計算機の中に閉じ込められていく、ということだ
と思います。」

「つまり、計測器では計測不能な世界、計算機では計算不
能な世界が存在する。ということですね。」

「そうですね。ただ私たちは、それを察知する力を備えて
います。それでも、それを工夫して表現する力は未熟なの
です。私たちが自分のすべての色を把握しきれないよう
に。」

「自分を表現したい、という欲求はあるんですよね。誰し
もに。ただ、それが何故生じるのか？まではわからない。
それが欲求というものだろう、としか....」

「それを精神活動というのではないかしら。私たちは社会
の中では満たされていないからです。そして社会は精神活
動をも含めて社会として成り立っている。」

「満たされない....危うい社会ですね。」

「社会は精神活動を計測することができないからです。し
ばしばそれは権威に置き換えられます。それが社会のマ
ジックであり、幻想でもあるのです。」



「精神活動において満たされる、ということはあるので
しょうか？」

「欲求の持ち方次第だろうと思います。」

「社会に対する欲求ですか？」

「社会は常に一時的なものに過ぎません。常に振動してい
ます。とても不安定な世界です。だからこそ欲求も生まれ
るのでしょうが、その矛先は自身の存在に向けられるべき
です。」

「わたしの存在に....ですか？」

「たとえばあなたは、私の話を聞いてくれました。私はあ
なたに私を話すことができました。それが私にとってのあ
なたの存在です。あなたの灯りは照り返しなのかもしれま
せんね。あなたには聞く力があります。」

「....。」

「私はここを立ち去ります。あなたに会えてよかった。あ
りがとう。」



石ころ



ひとつの灯りが立ち去った。

真夜中の公園は相変わらずベンチが点滅している。いくつ
かの灯りが消え、いくつかの灯りが点く。ベンチに座る人、
ベンチを立ち去る人。そんな光景が遠く彼方にまで繰り広
げられています。わたしのベンチもまた、彼方からは点滅
するベンチのひとつとして映るのでしょう。

立ち去った灯りが座っていたベンチの端を見ると、暗がり
の中に小さな塊がある。手に取ってみると、石ころだった。

いつからあるのだろう....。

公園の石がベンチの上に置かれている。

いや、公園の石とは限らないのかもしれない。

あの灯りの忘れものだろうか...。

それは今、わたしの掌にある。

石ころは、片手で握ると手の中に隠れてしまうほどの大き
さだ。表面はなめらかで丸みを帯びている。最初はひんや
りと冷たさがあったが、握っているうちに温もりが出てき
た。

わたしの体温が移っていったのだろう。不思議なものだ。
冷たい石がわたしとの接触で温もりを帯びてくる。

わたしは冷たくはならない。

わたしはわたしの中で発熱している。

一定の温度を保つように発熱している。



石ころは発熱しない。

周りの熱を吸収する。

周りが冷たければ石ころも冷たくなる。

周りが熱ければ石ころも熱くなる。

石ころは一定の硬さを保っている。

周りと衝突すれば、

周りが柔らかければ周りが崩れる。

周りが硬ければ石ころが崩れる。

石ころは自ら動くことはできない。

置かれる環境からの影響で石ころは姿を変えて来たのだろ
う。

岩が砕けて石ころになっていく。

水に流されて丸みを帯びていく。

削られた粒は砂になっていく。

はて、はじめの大きな岩はどのようにして作られるものな
のか....。

そんな繰り返しが石ころにはあったのだろう。

わたしは石ころの過去を知らない。



ただ、今は石ころがわたしの掌に収まっている。

開いては握り、握っては開く。

わたしはそうやって石ころの感触を確かめている。

わたしの石ころよ。

自分では動くこともできず、周りからの影響を受けながら
姿を変えてきた。

すべてを受け入れ、すべてを受け止めてきた。

今在る石ころは、わたしの手の中に。

さて、どうしたものか。

何も語らず、ただ在る石ころ。

石ころは美しい。

ただ在る、それだけで美しい。

わたしには石ころをつくることはできない。

唯一無二の石ころだ。

わたしは石ころが在ることに感謝する。

ありがとう。



なごり



公園の木々がざわめいた。
突風が吹いた。
掌の石ころが風にさらわれた。
一瞬のことだった。
石ころの感触は手の中に残っている。
温もりとともに。

真夜中の公園は相変わらずベンチが点滅している。いくつ
かの灯りが消え、いくつかの灯りが点く。ベンチに座る人、
ベンチを立ち去る人。そんな光景が遠く彼方にまで繰り広
げられています。わたしのベンチもまた、彼方からは点滅
するベンチのひとつとして映るのでしょう。

ひとつの石ころが、わたしの中をすり抜けていった。

手の中に温もりを残したまま、掌には石ころが無い。有る
ものが無い。それは錯覚なのか...

そして、喪失感。

石ころは、やっぱり無いんだよ。

風景は流れていく。

残像と余韻が交錯する。

こんにちは。と、さようなら。
こんにちは。と、さようなら。



眠り人



いくつかの出合いがあり、いくつかの別れがある。
繰り返される出会いと別れ。

この公園もまた、そんな舞台のひとつなのだろう。

真夜中の公園は相変わらずベンチが点滅している。いくつ
かの灯りが消え、いくつかの灯りが点く。ベンチに座る人、
ベンチを立ち去る人。そんな光景が遠く彼方にまで繰り広
げられています。わたしのベンチもまた、彼方からは点滅
するベンチのひとつとして映るのでしょう。

出会いと別れは時系列に展開される。
出会いと別れは同時進行する。
時に交錯し絡み合う。
すべては流れのままに。

流れに逆らうことなく、身を任せるのがよろしい。

わたしには覚えがある。
眠りから目醒める時、
まどろみの中で、
夢の残像を楽しめることを。

そこは時間も空間も言葉さえも常軌を逸している。

夢だから、と捨て置けない一面もある。

まどろみの半覚半眠の中で、わたしは夢を夢と知覚し、コ
ントロールする術も覚えた。

ただ、すべてを始めることはできないようだ。
始まったら、乗っかる。
そんなチャンスを期待しながら眠りを迎える。



まずは、すっかり眠ることが大切だろう。
身体を預けることだ。
あとは眠りがすべてを引き受けてくれる。

始めるのは誰？

わたしであって、わたしではない。

わたしはそのように構成されているようだ。

わたしの眠り人はわたし以上にわたしを知っているのかも
しれない。

始めるのはそんな眠り人です。

それは、眠り人からのメッセージなのかもしれない。

眠りはとてもデリケートだ。
瞼を閉じたまま、瞼の裏側に現れる光景を静かに待つ。
その舞台は神聖なる深淵と呼べるものかもしれない。

わたしの意識がわたしの無意識と対話する。


